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 特別支援教育の          

一層の充実を目指して 
新潟県特別支援教育研究会 

会長  後藤 和広 

 

 令和６年度、新潟県特別支援教育研究会の会長を仰

せつかりました、新潟市立鏡淵小学校 後藤和広と申

します。 
４月以降、当会の役員の方々と、「これまでの取組」

「今後の方向性」などに関わって話合いをさせていた

だく中で、会員の皆様が目の前の児童生徒の成長を願

い、個々の教育的ニーズに応じた指導・支援を工夫し

て行ってきていること、そして、互いの指導・支援に

ついて伝え合い、語り合うことを通して、各地区にお

ける特別支援教育が大きな成果を上げてきているこ

とを改めて感じています。今後も会員の皆様から変わ

らぬお力添えをいただき、新潟県の特別支援教育の一

層の充実に向け、精いっぱい務めてまいります。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
 ５月下旬に全日本特別支援教育研究連盟の理事・評

議員研究協議会が東京で行われ、私もその会に参加を

してきました。研究協議では、国がこれまで進めてき

た取組を踏まえ、主に次の観点から活発な意見交換が

なされました。 
・ 特別支援教育推進に向けた自治体での体制整備 
・ 各校における校内指導体制の整備と改善 
・ 教員の専門性向上に向けた取組 
・ 先々を見据えての人材育成 

 
 

 

協議の中で繰り返し語られていた、「私たちは今、

特別支援教育を中心に据えた学校づくりと学校運営

が求められている」という言葉も私の心にとても印象

深く残っています。 
新潟県特別支援教育研究会は、特別な支援を必要と

する児童生徒に対する教育の推進を図ることを目的

としており、県内の特別支援学校及び、特別支援学級、

通級指導教室設置校の皆様、当会の取組にご賛同いた

だいた学校の皆様により構成されています。会員の皆

様が、これからも個々の児童生徒のニーズに応じた教

育活動をよりよく進めていくことができるよう、事業

の進め方などについて検討を重ねていきたいと考え

ています。 
今年度は 8 月上旬に新潟県特別支援教育研究大会 

上越大会と長岡大会が、そして11月下旬に新潟大会

が開催されます。 
また、令和 7 年 8 月１日には、新潟県特別支援教

育研究大会 新潟大会を開催します。この大会は、令

和 8 年 10 月 15・16 日に新潟市で開催する、全日本

特別支援教育連盟主催の全国研究大会に向けたプレ

大会としても位置付けています。今年度から３年間で

行っていく研究大会は、それまで会員が積み上げてき

た取組の成果を広く発信していく貴重な機会になり

ます。 
来年度以降の県及び全国研究大会の概要・大枠につ

いては先般の理事・評議員会において協議と確認を行

いました。今後、各専門部の方々を中心に検討や準備

を進めていただくこととなります。今年度の各地区研

究大会の運営にあたってくださる皆様、そして、令和

７・８年度の研究大会に向けた準備を進めてくださる

皆様に心より感謝申し上げます。 
当会では、これからも会員の皆様、そして関係機関

の方々との連携を深め、特別な支援を必要とする児童

生徒への教育の一層の充実を目指してまいります。皆

様のご理解とご協力をお願いいたします。 
 

 

令和６年度 主な事業について 
〇理事会・評議員会 
 第１回理事会・評議員会 
（Zoomによるオンライン開催を５月に実施） 

 第２回理事会・評議員会 
（１月にZoomによるオンライン開催を予定） 

〇研究大会 
・上越地区上越大会  （ ８月 ２日実施予定） 
・中越地区長岡大会  （ ８月 ５日実施予定） 
・下越地区新潟大会  （１１月２７日実施予定） 

 ・佐渡地区大会    （今年度は開催なし） 

〇研究部会 
□知的障害部   □自閉症・情緒障害部 
□肢体不自由・病弱・身体虚弱部 
□言語・難聴部  □視覚障害部 
□特別支援学校部 

〇全特連関係 
 ・全日本特連全国大会福井大会 
・関東甲信越地区大会千葉大会 

〇会報 
 ・１２９号（７月），１３０号（２月） 
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県教育庁義務教育課 

          特別支援教育推進室 

          室長 根谷  聡 

 
 

１ はじめに 

 会員の皆様には、本県の特別支援教育の推進にご尽

力いただき、心より感謝申し上げます。障害者権利条

約の批准によりインクルーシブ教育システムの構築

が本格的に始まってから、国が構築の目途としていた

10年が経過しました。この期間、本県においては、会

員の皆様を含む特別支援教育の関係者が中心となっ

て、障害のある子供の教育的ニーズに的確に対応すべ

く、多様で柔軟な学びの場の整備や合理的配慮に基づ

いた指導・支援の提供に努め、着実にシステムの構築

を進めてきたところです。今、インクルーシブ教育シ

ステムは、「構築」から「推進」のフェーズへ移行し

ています。この「推進」が力強く確かなものとなるよ

う、引き続き積極的な取組をお願いします。 

 
２ 特別支援教育に係る動向を踏まえて 

 昨年の６月、第４期となる教育振興基本計画が閣議

決定されました。この計画は、教育基本法に基づいて

政府が策定する教育に関する総合計画で、５年間の国

の教育政策全体の方向性や目標、施策などを定めてい

ます。第４期の計画のコンセプトとして、「持続可能

な社会の創り手の育成」と「日本社会に根差したウェ

ルビーイングの向上」が掲げられています。ウェルビ

ーイングは、身体的・精神的・社会的に良い状態にあ

ることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや

人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む

概念です。このコンセプトを受けて、教育政策に関す

る基本的な方針が示されていますが、その一つに「誰

一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生

社会の実現に向けた教育の推進」があります。子供が

抱える困難が多様化・複雑化する中、インクルーシブ

教育システムの推進により多様な教育的ニーズに対

応することや、支援を必要とする子供の長所・強みに

着目する視点を重視し、多様性、公平・公正、包摂性

のある共生社会の実現に向けた教育を推進すること

などが方針の内容となっています。 
 この方針では、障害のある子供と障害のない子供が

共に学ぶことが考え方のベースにあります。誰一人取

り残されず、相互に多様性を認め、高め合い、他者の 

 
 
 
ウェルビーイングを思いやることができる教育環境

を個々の状況に合わせて整備することで、つらい様子

の子供が笑顔になり、その結果として自分の目標をも

って学習等に取り組むことができる場面を一つでも 
多く作り出すことが求められています。また、その際

には、支援を必要とする子供やマイノリティの子供の

他の子供との差異を「弱み」として捉え、そこに着目

して支えるという視点だけではなく、そうした子供た

ちがもっている「長所・強み」に着目し、可能性を引

き出して発揮させていく視点（エンパワメント）を取

り入れることも重視されています。このことにより、

マイノリティの子供の尊厳を守るとともに、周りの子

供や大人が多様性を尊重することを学び、誰もが違い

を乗り越え共に生きる共生社会の実現に向けたマジ

ョリティの変容にもつなげていくことが重要である

と述べられています。 
 こういった考え方は、特別支援教育に携わる我々に

とっては、決して新しいものではなく、これまでも大

切にしてきたものですが、目の前の全ての子供の可能

性を引き出し、社会が多様性を包摂する成熟したもの

へと昇華できるように、改めて認識を高め取組を進め

ていく必要があると考えます。 
 現在、本県でも次期の新潟県教育振興基本計画の策

定に向けて、施策の展開等について検討を始めていま

す。多様な学びの場は、それぞれに専門的な教育が行

われる場であるとともに、連続性があり柔軟な対応が

可能で、障害の有無に関わらず豊かな交流がなされる

場であるべきと考えています。 
そのために、子供の状況や願いに応じた適切な就学

先の決定、障害の程度や成長に合わせた柔軟な教育課

程の運用、交流及び共同学習の促進、早期からの関係

機関との密接な連携による効果的な指導・支援の提供

などが重点と考えています。 
策定はまだ先ですが、貴会の皆様には、「全ての子

供の可能性を引き出す」ことができるように、策定を

待つことなく取組を進めていただくようお願いしま

す。 

 

３ おわりに 

 昨今、国内でインクルーシブ教育を巡る議論が活発

になっています。日本型のシステムの発展かフルイン

クルーシブへの転換かなど、まだ方向性は揺れている

ところですが、貴会におかれましては、取組を一層充

実され、向かうべき先への方向付けに寄与していただ

けることと期待しております。 

全 て の 子 供 の 可 能 性 を 引 き 出 す 
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〇今年度の肢体不自由・病弱・身体虚弱部（事務局：見附市立今町小学校）では、リーフレットを作成予定です。 
 

県特支研だより№「129 号」をお届けいたします。

お忙しい中、多くの皆様から玉稿を賜りました。

感謝申し上げます。本号が特別支援教育の一助と

なることを願っております。 （事務局） 

言語・難聴部 事務局：新潟市立万代長嶺小学校 

７月３１日に総会を実施後、東京学芸大学教育学部准教授の大鹿綾様より「発達障害を併せもった難

聴児の指導（仮）」というテーマでZoomを用いてご講演をいただく予定です。 

現在、様々な障害を併せもった子どもが増えています。それぞれの子どもの実態を十分に把握し、一

人一人に合った適切な指導・支援を行うために、我々担当者は障害特性や有効な手立てについて学び続

ける必要があります。多くの指導経験のある大鹿様よりお話をお聞きし、これからの指導に生かしてい

こうと考えております。 

 

視覚障害部 事務局：新潟よつば学園 

目や見え方に支援を要する児童生徒への配慮事項や支援の在り方、視覚障害教育について研鑽を積む

ことができるように、「目や見え方ネットワーク協議会」を２回（６月、12月）、総会及び専門家による

講演の研修会（８月）を計画しています。「目や見え方ネットワーク協議会」では弱視疑似体験や実践報

告、情報共有等の協議を行います。今年度の研修会では、帝京平成大学の田中良広先生より、弱視教育

の基礎基本をお話していただきます。弱視教育の研修会は貴重な機会です。視覚障害部員以外の参加も

大歓迎です。ご興味のある方はご連絡ください。 

 

自閉症・情緒障害部 事務局：長岡市立千手小学校 

７月２６日の１３：３０～１６：００に、ご講演や執筆による活動を通して全国の支援者にヒント

を与え続けてくださっている星槎大学の阿部利彦教授より「人的環境のユニバーサルデザイン～より

多くの子どもたちが安心できる学びの場づくり～」のご講演をいただきます。 

 当日は、子どもたちの心理やおかれた環境から行動の原因をさぐり、様々な事例を踏まえ、明日から

使える具体的な手立てなども紹介していただきます。子どもたちが安心して過ごすことができる環境

について、皆様で考える機会にしたいと思います。 

知的障害部 事務局：新潟市立新津第一小学校 

 ８月８日に新潟市秋葉区文化会館において、県立吉田特別支援学校教頭の船山和利様より「どうす

る？どうなる？あの子の将来～特性のある子どもの進路指導を考える～」という演題でご講演いただ

く予定です。「高等学校における通級による指導」担当として生徒・保護者とかかわってこられた講師

先生の具体的な実践をお聴きします。小・中学校の先生方も「特性のある子」の進路選択肢（その後）

を知ってもらい、面談の進め方等を学ぶことができます。多くのご参加をお待ちしております。 


